
10 年間続いた長岡京から、延暦

13 年（794）に山
やましろのくにかどのぐん

背国葛野郡の地

へ都が移されることになり、平安

京が造営されました。この後、

山
やましろのくに

城国と国名が変わりました。

平安時代は、大きく三つに分け

られます。奈良時代から続く律
りつりょう

令

制度のなかで、天皇が中心に政治

を行なった９世紀末までを前期、

貴族が力をもつ摂関時代の 11 世

紀中頃までを中期、上皇が実権を

握る院政時代を後期とします。こ

こでは前期と中期の平安京の様子

をみてみましょう。

平安京の造営　平安京の発掘調

査は昭和 40 年代から本格的に始

まり、道路・築
つい

地
じ

・側溝を各所で

検出しました。その結果、それま

では地図上でしか復元できなかっ

た条
じょうぼうせい

坊制が、どのように施工され

ていたかが明らかになり『延
えん

喜
ぎ

式
しき

』にみられる数値にきわめて近

いことがわかりました。

平安京の宅地　条坊制によって

区画された宅地内の様子もわかり

始めています。左京域では遺跡が

重複していますが、右京域には造

営当初の良好な遺跡がみられま

す。写真１の右京六条一坊五町の

宅地は平安時代前期の貴族のすま

いで、主要建物である正
せいでん

殿を中心

に対
たいのや

屋が配置された寝
しんでんづくり

殿造の初期

の段階にあたる邸宅と考えられま

す。ここからは邸宅内で使われた

土器や、まじないに使われた土馬

が出土しました。この建物の復元

模型は出土遺物と共に、下京区五

条通七本松下るのリサーチパーク

中庭の展示室で見学できます。

リーフレット京都　Ｎｏ.９７（１９９７年２月）

京都の遺跡６

(財 )京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館

平 安 時 代 前期・中期

写真１　右京六条一坊五町の復元模型（南から）と邸宅跡（西から）
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平安宮　平安宮では大規模な調

査はできませんが、大
だいごくでんいん

極殿院をは

じめとして成果があがっています。

朝
ちょうどういん

堂院・豊
ぶ

楽
らく

院
いん

の建物基壇、内
だい

裏
り

回廊の雨落溝、周囲の官
かん

衙
が

（役所）

地域では建物跡や築地・側溝が見

つかり、平安宮の様子が明らかに

なってきました。また、役所で用

いられた硯
すずり

や、かな文字を墨書し

た土器、中国から輸入された陶磁

器などの興味深い遺物もたくさん

出土しています。

京内の寺院　平安京内には東寺

と西寺の二つに限って建立が許さ

れました。東寺は今でも大伽
が

藍
らん

を

有し、多くの信仰を集めています。

西寺は平安時代中期に火災にあっ

て以後復興されず、消滅してしま

いましたが、現在、西寺公園内に

講堂基壇が保存されています。発

掘調査の結果、両寺は部分的な違

いはあるものの、朱
す

雀
ざく

大路をはさ

んでほぼ対称的に伽藍が造営され

ていたことがわかりました。また、

東寺・西寺では緑釉瓦が出土しま

すが、平安京内で緑釉瓦が用いら

れた建物は、大極殿・豊楽殿・神

泉苑乾
けんりんかく

臨閣とまさに重要建物だけ

です。このことによっても東寺・

西寺が特別な寺であったことがわ

かります。

京外の寺院　平安京外では、前

期の寺院は京域から外れた所に建

てられましたが、中期になると、

京外でも比較的近いところに造ら

れるようになりました。天皇に

よって建立された御
ご

願
がん

寺
じ

には、大

覚寺、醍醐寺、仁
にん

和
な

寺
じ

とその周辺

の四
し

円
えん

寺
じ

などがあり、貴族による

寺院には法
ほうしょうじ

性寺や法
ほうじょうじ

成寺などが

あります。これらの寺院はそれぞ

れ発掘調査を実施し、遺構・遺物

を検出しています。その中で、仁

和寺八角円堂と法成寺金堂には緑

釉瓦が用いられ、注目されます。

市　平安京には官営の市場とし

て 東
ひがし

市
いち

と西
にし

市
いち

が設けられていま

した。発掘調査では西市の方に成

果がみられます。出土遺物には、

市で取り扱われた物資の名前を書

いた荷札木簡や、曲げ物・物差し・

木沓などの木製品、銭貨、土器な

どの豊富な遺物がみられます。

中期の邸宅　この頃になると、

池のある庭園をもった邸宅が造ら

れるようになります。高
か や の

陽院
いん

跡・

堀河院跡で調査を実施しました。

検出した遺構はどちらも庭園で、

洲
す

浜
はま

・滝組・石組が見つかってい

ます。しかし、建物遺構はいまだ

に明確にできず、絵巻物に描かれ

たような寝殿造を検出するにはい

たっていません。

平安時代前期から中期にかけ

て、中国の影響が大きかった建物

や生活様式は日本の風土に合うよ

うに変化します。瓦の変遷をみて

も年表のようにしだいに簡素になっ

ていきます。やがて、寝殿造や

十二単
ひとえ

、かな文字に代表される繊

細でみやびな、貴族による王朝文

化の華が開きます。	（前田　義明）

遺跡位置図　１平安宮跡　２高陽院跡　３

堀河院跡　４右京六条一坊五町　５東市跡　

６西市跡　７東寺　８西寺跡　９大覚寺　

10 仁和寺・四円寺跡　11 法成寺跡

12 法性寺跡　13 醍醐寺

　　　写真２　平安京出土の遺物　左上より硯（平安宮中務省跡ほか）、銭貨（西市跡）、鬼瓦（平安宮豊楽殿跡）、墨書土器

　　　（平安宮左兵衛府跡）、緑釉陶器（西市跡ほか）、木沓（西市跡）
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